第１号様式（第４条関係）
製品・技術「優れモノ」認証申請書
　　　　年　月　日　　　　　　
（あて先）長崎市長
住所
事業者名
代表者名　　　　　　　　　　　㊞
長崎市製品・技術「優れモノ」認証制度等実施要綱第４条第1項の規定により、次のとおり申請します。
１事業者の概要
	
	設立年月日
	

	
	主たる事業所

又は製造拠点の

所在地
	〒　　　－
　長崎市

	
	業種
	

	
	資本金
	万円　　
	従業員数
	法人全体　　　　　人
長崎市内　　　　　人

	
	種別
	※　いずれかに○　　　　　中小企業者　　・中小企業団体

	
	主要品目
	品　目　名
	年間売上額(万円)
	総売上額に対する割合

	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	
	
	
	％

	
	
	計(総売上額）
	
	１００．０％

	
	事業者の略歴等
	

	
	担当者
	部署名
	

	
	
	役職
	
	氏名
	

	
	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	
	メールアドレス
	



２製品・技術の内容
	【製品・技術の別】　※　いずれかに○　　　製品　・　技術

	【製品・技術の名称】　※　対外的に公表する際の名称


	【製品・技術の概要】


	【開発形態】　※　いずれかに○　　自社独自開発　・　他社と協同開発

	【取得済みの知的財産権】　※　特許権、実用新案権、意匠権、商標権　等
　権利の名称：
　取得時期、番号：
【今後取得予定の知的財産権】
　権利の名称：
　状態：　※　いずれかに○　　申請中　・　申請予定(　年　月頃)

	【公的機関等での性能試験・評価等】　※　試験・評価等の写しを添付


	【製品の生産又は技術の利用に当たって遵守すべき法令及びその適合状況】




※　申請するものが「製品」の場合、次の欄にも記入してください。

	【製品の仕様・規格】


	【製品の希望小売価格】　※　設定する場合のみ記入


	【販売開始時期】　※　新商品が未発売の場合は、販売開始を予定する時期

	【製品を利用する際の年間維持費の見込額】


	【納期及びロット数】


	【製品の製造拠点】


	【ＰＬ保険制度加入の有無】

· いずれかに○　　有　・　無

	【トライアルオーダーの認定について】　※　販売開始より概ね５年以内で、本市において使途が見込まれ、かつ、本市での購入等の実績が無い新商品に限る。

※　いずれかに○　　希望する　・　希望しない


３製品・技術に対する自己評価
	【開発の意図】　※　動機、目的、必要性等


	【新規性・独自性】　※　他者の類似する製品・技術と比較し、品質、価格、納期等、優位な点について具体的な数値を用いて説明すること。


	【市場性・有用性】　※　具体的に販路開拓が可能と考える分野を明示すること。



４新商品の販売計画
	【市場予測及びターゲットとする販売先】



	【販売戦略】



	【過去の主な販売実績】　※　新商品が未発売の場合は記入不要

	
	年月
	販売先
	販売価格

(単価)
	販売数
	売上額

※　販売価格(単価)× 販売数
	

	
	
	
	             
	
	
	

	
	
	
	             
	
	
	

	
	
	
	             
	
	
	

	
	

	【年間目標販売数及び売上額】




５その他の添付書類　※　提供された資料については返却しない旨ご了承ください。
(１)　直近の3事業年度に係る財務計算に関する書類のうち、貸借対照表、損益計算書及びキャッシュ・フロー計算書
※　キャッシュ・フロー計算書を作成していない事業者は、資金繰りの実績を明らかにする書類
(２)　監査報告書
(３)　定款及び登記事項証明書　※　定款が無い場合は類するもの
(４)　市税、事業税、消費税及び地方消費税を滞納していないことを証する書類
(５)　公的機関等での性能試験・評価等の写し
(６)　その他、製品・技術に関する資料
※　写真、パンフレット、性能・効果を示す書類及び安全性等が関係法令及び基準に適合していることを証明する書類


